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事
を
し
て
い
ま
し
た
。

来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
新
入

生
の
代
表
が
宣
誓
を
行
い
、
在
校

生
と
教
職
員
に
よ
る
構
成
詩
『
新

入
生
に
贈
る
』
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
中
学
生
活
の
や
り
が
い
と
、

難
し
さ
が
伝
え
ら
れ
、
誇
り
高
き

泉
ヶ
丘
中
学
校
を
目
指
し
共
に
頑

張
ろ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

(人
男
子

人
、

７０

４３

女
子

)人
が
泉
ヶ
丘
中
学
校
の
１

２７

年
生
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

校
生
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら

の
大
き
な
拍
手
の
中
、
少
し
緊
張

し
な
が
ら
も
元
気
よ
く
入
場
し
ま

し
た
。

席
に
着
い
た
新
１
年
生
は
、
担

任
の
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
元
気
よ
く
『
は
い
』
と
返
事
を

泉
ヶ
丘
中
学
校
（
北
澤
義
之
校

(
)

長
）
で
は
、
４
月
８
日
金
に
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
温
か
い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
た

新
１
年
生
は
、
担
任
の
先
生
に
名

前
を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返

月
に
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選

定
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
発

足
し
、
玉
川
の
清
流
を
守
る
た
め

定
期
的
な
清
掃
活
動
や
山
吹
の
植

栽
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
の
花
に
指
定
さ
れ
て
い
る
山

吹
は
、
橘
諸
兄
（
た
ち
ば
な
の
も

ろ
え
）
が
植
え
た
と
伝
わ
り
、
古

来
よ
り
数
々
の
歌
に
詠
ま
れ
て
き

た
歌
枕
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。今

回
の
植
栽
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
町
や
地
域
力
再
生
補
助
金
を

受
け
て
行
わ
れ
た
事
業
で
、
参
加

者
ら
は
玉
川
の
橋
本
橋
上
流
と
国

道
玉
川
橋
下
流
に
分
か
れ
、
堤
の

約
１
０
０
か
所
に
竹
の
囲
い
を
し

て
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
会

で
は
今
後
も
、
諸
兄
が
歌
に
詠
ん

だ
美
し
い
玉
川
の
風
景
を
残
し
て

い
く
た
め
、
引
き
続
き
清
掃
活
動

な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

入学記念品が手渡されました【井手小】

植栽の様子

泉
ヶ
丘
中
学
校
入
学
式

呼名に応え起立する1年生

拍手のなか入場する１年生【多賀小】

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

井
手
・
多
賀
小
学
校
入
学
式

いい で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウ オ
ッ チ ン

グ式辞を述べる
馬場校長【多賀小】

祝辞を述べる
汐見町長

玉
川
堤
に
山
吹
を
植
栽

元気よく返事をする１年生【多賀小】

(
)

４
月
７
日
木
、
井
手
小
学
校

(
)

中
村
満
校
長
と
多
賀
小
学
校(

)

馬
場
泰
彦
校
長
で
、
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
１
年
生
は,

担
任
の
先
生
の
あ
と
に
続
き
、
在

し
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
小

学
校
生
活
の
１
日
目
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
１
年
生
に
入
学
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
、
在
校
生
か
ら
温
か
い

歓
迎
の
こ
と
ば
が
か
け
ら
れ
ま
し

た
。今

年
度
は
、
井
手
小
学
校

人
４５

(

男
子

人
・
女
子

)人
、
多
賀

２２

２３

小
学
校

(人
男
子
８
人
・
女
子

１９

１１

)人
が
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
と
し

て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

３
月

日
（
日
）、
玉
川
の
名
水

２７

を
守
る
会
（
福
田
宏
司
会
長
）
の

メ
ン
バ
ー
ら

人
が
、
玉
川
堤
に

４０

山
吹
を
２
０
０
０
株
植
栽
し
ま
し

た
。同

会
は
、
玉
川
が
平
成

年
６

２０



2011-5広報いで１１３

禍
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稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
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箇
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箇
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箇
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箇
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箇
箇
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箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

井
手
町
桜
ま
つ
り
（
小
川
幸
一
実
行
委
員
長
）
は
４
月
２

日
（
土
）
か
ら
８
日
（
金
）
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
配
慮
し
イ
ベ
ン
ト
や
夜
間

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
玉
川
堤
周
辺

で
は
、
町
商
工
会
に
よ
る
模
擬
店
や
フ
レ
ッ
シ
ュ
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
朝
市
、
井
堤
保
勝
会
に
よ
る
湯
茶
の
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
椿
坂
」
で
は
名
物
の
竹
の
子
ご

飯
を
は
じ
め
と
し
た
特
産
品
の
販
売
が
行
わ
れ
、
玉
水
駅

前
休
憩
所
の
さ
く
ら
で
は
、
炊
き
込
み
ご
飯
や
ば
ら
寿
司

が
販
売
さ
れ
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
蔵
禅

院
で
は
し
だ
れ
桜
（
府
指
定
天
然
記
念
物
）
と
菜
の
花
が
咲

き
誇
り
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

平
成
の
名
水
百
選
の
玉
川
で
は
、
あ
ち
こ
ち
で
お
弁
当

を
楽
し
む
花
見
客
の
姿
が
見
ら
れ
、
桜
の
開
花
中
に
延
べ

６
万
人
が
玉
川
を
訪
れ
ま
し
た
。

第２０回井手町桜まつり

氏名職名
山本 一男会長
大西 敏彦副会長
西島 正道副会長
松本 修理事長
上島 勝廣副理事長
中坊 正篤副理事長
岡田 淳庶務
小川 眞弓庶務
西谷 喜代庶務
平間 孝善庶務
植田 郁子庶務
山本 竜也庶務
木田 昭弘会計
中坊 豊会計
奥田 恭子監事
脇本 佳彦監事

域
育

違
違

違
違

違
違

違
違

違
違

違
違

違
違

違

域 育違違違違違違違違違違

平成２３年・２４年度の体育協会役員

体制が決定しました。（敬称略）
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▼

井手町では、保育園運営や子育て支援センター事業
に活用するために子育て支援バスを購入しました。
今回購入したマイクロバスにより多くのイベントで

の参加者の安全確保と利用促進が図れ、より充実した
子育て支援事業を実施できます。

▼

3月26日（土）、京都府など山城地域の市町村で構成さ
れたＪＲ奈良線沿線観光キャンペーン推進協議会の主催
により、「ひと足のばして もっと京都新発見ハイキング
イベント」が開催され、約100人が参加しました。
同イベントは橘氏のふるさとを巡ろうと企画されたも
ので、参加者は玉水駅を出発し、橘諸兄旧跡や小野小町
塚などの旧跡を、井手町ふるさとガイドボランティアの
会（宮本敏雪会長）によるガイドを聞きながら、散策し
ました。

▼

4月5日（火）、老人福祉センター賀泉苑で平成23年度
多賀老人クラブ連絡協議会（村田喜昭会長）総会が開
催されました。
総会には181名の会員が出席し平成22年度の決算報

告や平成23年度の事業計画や予算が承認されました。
総会の中で村田会長が、皆さんの貴重な経験を伝え

合い会員同士の連帯を高めて欲しいと述べられていま
した。
奉仕活動の一環として多賀小学校にほうきの贈呈が

行われました。また総会後には会員らによる踊りやカ
ラオケ、詩吟などが披露されました。

▼

3月22日（火）、山城勤労者福祉会館で、京都サンガ
Ｆ.Ｃ健康アカデミーが開かれ59名が参加しました。
参加者は、健康体力づくりの会のスタッフによるラ

インダンス体操やメタボ対策の講話を受講した後、京
都サンガＦ.Ｃコーチにサッカーボールを使ったエクサ
サイズを教わり、楽しみながら健康づくりをしていま
した。
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井
手
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
住
民
に
対
し
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
す
る
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

<
>

対
象

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅
。

①
住
戸
の
半
分
以
上
の
床
面
積
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
。

②
昭
和

年
５
月

日
以
前
に
完
成
し
て
い
る
も
の
。

５６

３１

③
簡
易
耐
震
診
断
の
診
断
結
果
の
評
点
が
９
点
以
下
で
あ
る
も
の
。

<

募
集
戸
数>

戸
（
先
着
順
）

１０

<
>

必
要
な
費
用

３
，
０
０
０
円
（
診
断
一
戸
あ
た
り
の
自
己
負
担
）

<
>

申
込
期
間

平
成

年
１
月

日
（
火
）
ま
で

２４

３１

※
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
井
手
町
役
場
建
設
課
（
℡

-

６
１
６
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

８２

だ
さ
い
。

井
手
町
で
は
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
井
手
町
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
費
補

助
金
」
と
し
て
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
１
／
２
で

万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

６０

<
>

補
助
対
象

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
。

①
昭
和

年
５
月

日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
完
成
し
て
い
る
も
の
。

５６

３１

（
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
住
宅
の
用
途
と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
。）

②
井
手
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
ま
た
は
平
成

年
３
月

日
以
前
に
建
築
士
に
よ
る

１８

３１

耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

③
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
１
．
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
１
．
０
以
上
に
向
上
さ
せ

る
も
の
。

④
井
手
町
が
特
に
耐
震
改
修
を
促
進
す
べ
き
と
定
め
た
地
域
に
建
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑤
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

<
>

補
助
金
額

木
造
住
宅
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
額
の
２
分
の
１
（
た
だ
し
上
限
は

万
円
）

６０

<
>

募
集
戸
数

６
戸
（
先
着
３
戸
に
限
り

万
円
上
乗
せ
）

３０

<
>

申
込
期
限

平
成

年

月

日
（
水
）
ま
で

２３

１２

２８

※
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
井
手
町
役
場
建
設
課
（
℡

-

６
１
６
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

８２

だ
さ
い
。

烏
羽

隠
隠

隠
隠

隠
隠

隠
隠

隠
隠

隠
隠

隠
隠

隠
隠

隠
隠

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

▼

4月18日（月）、井手町消防団（綱田貞二団長）の新
入消防団員入団式が役場で行われました。今年度の新
入団員は8名で、式に出席した一人ひとりに対し、綱田
団長から任命書が渡されました。
新入団員の代表者が入団に際しての宣誓を行った

後、綱田団長から「わからないことがあれば先輩団員に
何でも聞いていただき積極的に安心、安全なまちづく
りに貢献して欲しい。」と訓示がありました。さらに出
席した幹部の紹介が行われました。

▼

4月16日（土）、山吹ふれあいセンターで井手町消防団
員を対象とした初回の普通救命講習会が行われ団長以
下15名が参加しました。
今回は本部長以上の幹部が参加し、ビデオによる講

習を受けた後、京田辺市消防署井手分署職員の指導の
もと、心肺蘇生法やＡＥＤの使用法を実践し救命手順
を修得しました。

井
手
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
の
ご
案
内

木
造
住
宅
耐
震
改
修
の
補
助
を
行
い
ま
す

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
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怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

子育て支援センターからのお知らせ

5・6月の事業 時間：午前10時～正午

子育て支援センターは、玉川保育園にあります。

【ＴＥＬ・ＦＡＸ：0774－82－2232】

★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。

★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。

★利用時間：月曜日～金曜日 午前9時30分～午後4時00分

（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

土金木水火月日
21201918171615

さんさん会
（支援センター）

よちよちちゃん広場
のぼり人形作り

（支援センター）

遊びの広場
育児相談と同時実施
（保健センター）

おでかけ広場
（西部公民館）

多賀地区

28272625242322
さんさん会

（支援センター）

ぴよぴよちゃん広場
のぼり人形作り

（支援センター）

キッズケア
（支援センター）

4326/1313029
さんさん会
（玉泉苑）

わくわく広場

玉川保育園

園庭解放
111098765

とことこちゃん広場
たなばた飾り作り
（支援センター）

遊びの広場
育児相談と同時実施
（保健センター）

子育てサークルの紹介・活動

さんさん会：午前１０時～正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】

代表：林（０８０－１４５１－１８２２）

カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】

代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）

★初めての方は、代表まで連絡ください。

各広場の対象者 場所：子育て支援センター
＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

※どの事業も予約なしでいつでも参加できます。

４月の広場ではこいのぼりを作りました

～ゴミの減量化にむけて⑧～
ペットボトルとキャップの出し方
●出せるペットボトル

主に飲料用・しょう油・みりん・焼酎のペットボトル

で のマークのついているものに限ります。

●出し方

キャップを外し、簡単な水洗いをして、中身の見える

袋に入れて排出して下さい。

※キャップはペットボトルの日に別の袋で出して下さい。

蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

東日本大震災の被災者募金に
ご協力ありがとうございます

井手町では東日本大震災により被害を受けら
れた被災者への支援として、井手町役場１階・
山吹ふれあいセンター図書館・いづみ人権交流
センター１階・玉泉苑・ＪＡ京都やましろ農協
井手町支店に募金箱を設置しています。
こ れ ら の 義 援 金 は4月19日 現 在 で

1,891,856円集まりまし
た。義援金は、日本赤十
字社を通じて被災者の支
援に活用される予定です。
引き続き多くの方々の善
意のご協力をお待ちして
おります。
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禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

ひゅうまんねっとやましろ（山城人権ネットワーク推進協議会）では、テレビなどでおなじみの住田裕子さんを
招いて人権講演会を開催します。今回は、「変わりゆく社会の中で守りたいいのちと心」と題して、人権について分
かりやすく解説していただきます。
広く呼びかけていますので、ぜひこの機会にご参加ください。

◇日 時 ５月２７日（金）
開場：午後１時
開演：午後１時３０分～２時４５分

◇場 所 八幡市文化センター（八幡市八幡高畑5番地３）
電話：（075）971－2111
交通：京阪八幡・京阪樟葉・近鉄新田辺・JR京田辺市

から京阪バス「八幡市役所」下車すぐ
※駐車場は収容台数に限りがありますので
公共交通機関をご利用ください。

◇内 容 テーマ：「変わりゆく社会の中で 守りたいいのちと心」

講 師：弁護士 住田裕子さん

◇定 員 ３００名

◇その他 自由参加・入場料無料・申込不要となっております。
（満席の場合は入場できない場合があります）

◇問合せ いづみ人権交流センター
（電話：82-3380 ファックス：82-4112）

人権講演会のお知らせ

日
時
／
６
月

日
（
水
）
①

時

分
～
②

時

分
～
③

時

分
～
④

時

分
～

２９

１０

３０

１１

３０

１３

３０

１４

３０

（
お
一
人
約
１
時
間
、
定
員
４
名
の
予
約
制
で
す
。)

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
／
聴
力
測
定
及
び
聞
こ
え
に
関
す
る
相
談

申
込
先
／
高
齢
福
祉
課

℡

‐
６
１
６
５
ま
で

82

＊
検
査
の
内
容
・
相
談
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ー
も
に
ぃ
」（
城
陽
市
）

℡
（
０
７
７
４
）

‐
５
９
８
１

胃

（
０
７
７
４
）

‐
５
９
８
２

５５

５５

＊
今
年
度
は
第
２
回
【
８
月

日
（
水
）】・
第
３
回
【

月
５
日
（
水
）】・

３１

１０

第
４
回
【
来
年
２
月

日
（
水
）】
実
施
し
ま
す
。

２９

「
す
く
す
く
子
育
て
相
談
」の
ご
案
内

が
ん
ば
っ
て
子
育
て
し
て
い
る
の
に
・
・
・

よ
い
親
に
な
り
た
い
と
努
力
し
て
い
る
の
に
・
・
・

・「
子
ど
も
を
怒
鳴
っ
た
り
、
た
た
い
た
り
し
て
し
ま
う
・
・
・
」

・「
子
ど
も
を
か
わ
い
く
思
え
な
い
・
・
・
」

◎
こ
ん
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

◎
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
「
す
く
す
く
子
育
て
相
談
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

◎
悩
み
や
不
安
を
少
し
ず
つ
こ
と
ば
に
出
し
て
、
気
持
ち
を
楽
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

内
容
／
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

日
時
／
５
月

日
（
水
）

６
月
８
日
（
水
）

７
月

日
（
水
）

８
月

日
（
水
）

11

13

10

９
月

日
（
水
）

月

日
（
水
）

月
９
日
（
水
）

月

日
（
水
）

14

10

12

11

12

14

１
月

日
（
水
）
２
月
８
日
（
水
）

３
月

日
（
水
）

11

14

＊
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時

分
～
４
時

分
で
す
。（
時
間
に
つ
い
て
は
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

30

30

＊
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
京
田
辺
市
田
辺
明
田
１
）

対

象

者
／
宇
治
市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
、
京
田
辺
市
、
久
御
山
町
、
井
手
町
、
宇
治
田
原
町
に
お

住
ま
い
の
乳
幼
児
の
保
護
者

申
込
先
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

健
康
担
当

℡
（
０
７
７
４
）

‐
５
７
４
５

６３

「
耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談
」第
１
回
の
ご
案
内

最
近
、
テ
レ
ビ
の
音
や
、
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
、
補
聴
器
を
使
う
と
本
当
に
良
く

聞
こ
え
る
？
な
ど
･･･井
手
町
に
お
住
ま
い
の
方
で
耳
の
こ
と
で
の
悩
み
や
、
お
困
り
の
方
、

検
査
・
相
談
を
言
語
聴
覚
士
が
行
い
ま
す
。
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３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
５
月

日
・
５
月

日
（
土
）
い

１４

２８

ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館（
℡

‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
５
月

日
・

日
（
金
）・
６
月

１３

２７

10

日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
５
月

日
・

日
（
金
）・
６
月

１３

２７

１０

日
（
金
）
午
前

時
～
正
午
（

日
は

１０

２７

１１

時
半
ま
で
）

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
５
月

日
（
月
）
午
後
１
時
半
～

２３

３
時
半

《
人
権
学
習
》

日
時
／
５
月

日
（
金
）
午
前

時
半
～

２７

１１

正
午
・
午
後
３
時
～
３
時
半

【
健
康
教
室
】

日
時
／
５
月

日
（
木
）
午
前

時
～

２６

１０

１１

時
半

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
５
月

日
（
金
）・

日
（
金
）・

１３

２７

６
月

日
（
金
）

１０

５
月
は
、
午
後
７
時
半
～
９
時

６
月
は
、
午
後
８
時
～
９
時
半

期
限
の
平
成

年
５
月

日
ま
で
１
ヶ
月

２３

３１

を
切
り
ま
し
た
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
寝
室
・
階
段
・

台
所
な
ど
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
た

こ
と
で
火
災
に
素
早
く
気
づ
き
、
大
事
に

至
ら
な
か
っ
た
。」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
消
防
署
が
訪
問
販
売
業
者
を
派

遣
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
合
せ
先
は
、
京
田
辺
市
消
防
本
部

予
防
課
（
℡

‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
、

６３

京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署
（
℡

８２

‐
３
０
０
０
）
ま
で

【
町
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
】

日
時
／
５
月

日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１５

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
５
月

日
（
日
）
午
前
９
時
～

２９

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
６
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
５
月

日
（
水
）・

日
（
水
）
６

１１

２５

月
８
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
い
ず
れ
も
、
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）
】

日
時
／
５
月

日
（
土
）
午
後
１
時
半
～

２１

全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
人
権

擁
護
委
員
法
の
施
行
日
で
あ
る
６
月
１
日

を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
全

国
の
人
権
擁
護
委
員
が
改
め
て
そ
の
使
命

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
全
国
各
地
で

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
啓
発
活
動
等
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
徹
底

と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
人
権
擁
護
の
日
に
お
け
る
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
及
び
各
都
道
府

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
自
主
事
業
の

一
環
と
し
て
、
６
月
１
日
に
全
国
一
斉
に

「
特
設
人
権
相
談
所
」を
開
設
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
１
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
玉
泉
苑

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

様
々
な
分
野
に
ま
た
が
る
消
費
者
問
題

に
対
処
す
る
た
め
、
平
成

年
９
月
に「
消

２１

費
者
庁
」が
設
置
さ
れ
、
消
費
者
生
活
相
談

窓
口
の
設
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
共
通
の
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

に
電
話
す
れ
ば
、
最
寄
り
の
相
談
窓
口
に

接
続
さ
れ
ま
す
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０
（
守
ろ

う
よ
、
み
ん
な
を
！
）

:

受
付
時
間
／
平
日
午
後
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

:

土
日
祝
日
午
後

時
～
午
後
４
時

１０

町
内
の
方
を
対
象
に
、
消
費
生
活
相
談
員

に
よ
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

実
施
日
／
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

時
間
／
午
後
１
時
～
４
時

会
場
／
玉
泉
苑
（
第
１
月
曜
日
）

賀
泉
苑
（
第
３
月
曜
日
）

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
６
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／

名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／
６
月
４
日
（
土
）
午
後
５
時
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手

分
署
（
℡

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
猶
予

期
間
が
終
了
間
近
で
す

平
成

年
６
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の

２３

住
宅
（
自
動
火
災
報
知
設
備
を
設
置
し
て

い
る
住
宅
を
除
く
）
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
設
置
猶
予

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室
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日
時
／
５
月

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２３

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉

泉
苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し

て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡

‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
５
月

日
（
火
）
午
後
１
時
半
～

２４

４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
５
月

日
（
火
）
午
前

時
半
～

２４

１０

午
後
２
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
５
月

日
（
水
）

１１

受
付
／
午
前
９
時
半
～

時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

日
時
／
５
月

日
（
水
）・
６
月
８
日
（
水
）

１８

受
付
／
午
前
９
時
半
～

時
半

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
５
月

日
（
水
）・
６
月
８
日
（
水
）

１８

受
付
／
午
前
９
時
半
～

時
１１

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
発
達
相
談
》

日
時
／
５
月

日
（
金
）

２０

受
付
／
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡

‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
６
月
３
日
（
金
）
午
前

時
～
正
午

１０

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡

‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
６
月
６
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ

・
１
・
３
か
ら
Ｈ

・
３
・

２３

２３

４
生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
６
月

日
（
金
）

１０

対
象
／
Ｈ

・

・
８
か
ら
Ｈ

・
１
・

１９

１０

２０

１
生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
５
月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１６

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
６
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

場
所
／
い
ず
れ
も
、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子

様
だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
ペ
ン
ダ
ン

ト
を
作
り
ま
し
ょ
う
）】

日
時
／
５
月

日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１８

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ

６５

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

２０

ン
タ
ー
だ
よ
り
」で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡

‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
】

日
時
／
５
月

日
（
土
）
午
後
１
時
半
～

１４

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
館

【
親
と
子
の
絵
本
の
会
】

日
時
／
５
月

日
（
土
）
午
後
２
時
～

２１

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館（
℡

‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
５
月

日
（
木
）・
６
月
２
日
（
木
）

１２

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
５
月

日
（
木
）・
６
月
９
日
（
木
）

２６

５
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

健

康

各

種

相

談

子

育

て

このたび、宮﨑厚孝さんが、昨年度に引き続き総務大臣から行政相談委員に再委嘱されました。
行政相談委員は、総務大臣が行政相談委員法に基づき、民間有識者の中から委嘱する委員で、国の仕事や京都府・
市町村が国から委任されたり、補助金を受けている仕事について、「手続きがよくわからない」などの相談をみなさ
まからお受けしています。

相談の内容につきましては、秘密を厳守いたしますので、お気軽にご相談ください。

ご相談は、
◎第１月曜日は

老人福祉センター玉泉苑 ℡82－3499
◎第3月曜日は

老人福祉センター賀泉苑 ℡82－5059
いずれも午後1時～4時まで。なお、祝日の場合は、次週に開設。

☆宮﨑委員の住所 多賀小字東南組18 ℡82－3619

行政相談委員に宮﨑厚孝さん
烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
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視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

５
月

一
般
書

「
三
人
の
二
代
目

上
・
下
」

堺
屋
太
一

「
偉
大
な
る
、
し
ゅ
ら
ら
ぼ
ん
」万
城
目
学

「
紫
式
部
の
欲
望
」

酒
井
順
子

「
さ
ら
ば
銀
行
の
光
」

江
上
剛

「
ナ
ニ
ワ
・
モ
ン
ス
タ
ー
」

海
堂
尊

「
先
生
の
隠
し
ご
と

僕
僕
先
生
」

仁
木
英
之

「
こ
の
世
に
ひ
と
つ
の
本
」
門
井
慶
喜

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

☆
５
月
・
６
月
の
休
館
日

５
月
２
・
９
～

・

・

・

・

日

１２

１６

２３

２６

３０

６
月
６
・

・

・

～

日

１３

２０

２７

３０

※
６
月

日
～
７
月
３
日
は
、
特
別
資

２７

料
整
理
日
の
為
、
休
館
し
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人

冊
、
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

児
童
書

「
ち
い
さ
な
死
神
く
ん
」
キ
テ
ィ
・
ク
ロ
ー
ザ
ー

「
ぼ
く
と

お
お
は
し
く
ん
」

く
せ
さ
な
え

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ち
の

た
う
え
」さ
こ
も
も
み

「
こ
れ
は
本
」

レ
イ
ン
・
ス
ミ
ス

「
怪
盗
ブ
ラ
ッ
ク
の
宝
物
」

那
須
正
幹

５
月
・
６
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

５
月

日
（
土
）
６
月

日
（
土
）

１４

１１

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

５
月

日
（
土
）
６
月

日
（
土
）

２１

１８

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

５
月

日
（
土
）
～

日
（
金
）

２１

２７

ア
エ
ラ
・
お
し
ゃ
れ
工
房
・
関
西
ウ
ォ
ー

カ
ー
・
き
ょ
う
の
健
康
・
暮
し
の
手
帳
・

ク
ラ
ッ
シ
ィ
・
芸
術
新
潮
・
コ
モ
・
サ
ヴ

ィ
・
サ
ラ
イ
・
サ
ン
キ
ュ
！
・
ス
ク
リ
ー

ン
・
旅

他

ハタラクオトメ
桂 望実
女性だけのプロジェクトチー
ムのリーダーになった真也子。
必死に企画を立てるも、よく
わからない男社会のルールに
邪魔されて…。働く女性にエ
ールを送る、痛快長編小説。

『日経ビジネスＡｓｓｏｃｉ
ｅ』連載を単行本化。

アメリカなう。
小国 綾子
日本から見たアメリカは変て
こで不思議な国だけど、アメ
リカから見た日本だって負け
ず劣らず面白い国だった！
夫の転勤命令で“出たとこ勝
負”のアメリカ生活を始めた
著者が、日米の違いをユーモ
アたっぷりに綴る。

ひょっこりじぞう
川崎 のぼる
不思議なモノが生えてきた。
もっこりもっこり人の顔。ま
ーるい頭に短い体。現れたり
消えたりするお地蔵さんに町
中が大騒ぎ…。突然生えてき
たお地蔵さんが「おそうじの
大切さ」を伝える。〈みなま
た環境絵本大賞受賞作〉

忍者になろう わくわく入門の巻
アフタフ・バーバン
忍者になって、みんなで一緒
に遊び合おう！ 子どもの

「面白さをつくる力（遊び心）」
を育む楽しい忍者修行を紹介。
ひとりでもできる五感修行、
クラスで挑戦する修行、変身
の仕方、忍者グッズの作り方
などを収録。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
．
任
意
加
入
の
制
度
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
。

Ａ
．
老
齢
基
礎
年
金
は
、

歳
か
ら

歳
に
な
る
ま
で
の

20

60

年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け

40取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
等
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が

年
に
満
た
な
い
場
合
で
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に

40

加
入
し
て
い
な
い
と
き
は
、

歳
か
ら

歳
に
な
る
ま
で

60

65

の
間
に
任
意
加
入
を
し
て
、
満
額
の
年
金
に
近
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間

等
が
原
則
と
し
て

年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

25

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、

歳
に
な
る
ま
で
任

70

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
昭
和

年
４

40

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象
で
、
年
金
の
受
給
権

を
満
た
す
ま
で
の
加
入
と
な
り
ま
す
。）

こ
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
月
々
の
保
険
料
を
確
実
か
つ

円
滑
に
納
付
い
た
だ
く
た
め
、
原
則
、
口
座
振
替
を
お
申
し

込
み
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
①
預
金
口

座
を
有
し
て
い
な
い
場
合
、
②
資
格
を
喪
失
す
る
ま
で
の

期
間
の
保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
（
加
入
す
る
年
度
内
に
納

付
月
数
が

年
を
迎
え
て
任
意
加
入
期
間
が
終
了
す
る
方

40

等
）、
③
そ
の
他
①
、
②
に
準
ず
る
事
由
に
よ
り
口
座
振
替

に
よ
ら
な
い
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

現
金
で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

加
入
手
続
き
に
は
、
資
格
取
得
申
出
書
と
口
座
振
替
申
出

書
も
し
く
は
口
座
振
替
が
で
き
な
い
旨
の
申
出
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
受
給
権
を
満
た
す
た
め
に
加
入
す
る
場
合

は
、
前
記
書
類
に
加
え
て
戸
籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
の
方
も
国
民
年
金

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡

‐
６
１
６
４
）
ま
た

82

は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨５月１１日
６月１日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩５月１２日
６月２日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪５月１３日
６月３日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫５月１６日
６月６日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬５月１７日
６月７日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭５月１８日
６月８日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮５月１９日
６月９日

ごみは、朝９時までに出してください。
★4月より、燃やすごみの袋の透明化がスタートしました。透明袋による排出にご協力をお願いします。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出し
てください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・
洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発 泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
区 分

地 区

水曜日
５月２４日

６月７日

５月１２日

６月９日
６月２日５月１９日５月２６日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
５月１７日
５月３１日

５月１３日

６月１０日
６月２日５月２０日５月２７日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
５月１８日
６月１日

５月１２日

６月９日
５月２６日５月１９日６月２日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
５月１１日
５月２５日
６月８日

５月１２日

６月９日
5月２６日５月１９日６月２日火・金曜日多 賀 全 区

（カン）
◆出せるカン ジュース、ビール、缶詰などの空缶
◆出し方 必ず中身を出す。簡単な水洗いをする。中身の見える袋で出してください。
◆出せないカン 一斗缶、フライパン、やかん、スプレー缶など。なお、使用済み乾電池は、カンと混

ぜないで中身の見える別の袋でカンの日に出してください。
＊充電池、ボタン電池は購入店などに返却してください。

ごみ収集日程表（5月11日～6月10日）



住 民 カ レ ン ダ ー

行 事曜月日〈
出
産
〉

育児相談(午前９時半～１０時半、西部公民館)
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水5/11
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)

木12

大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金13

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
企業の森林整備活動（午前１０時～正午、大正池グリーンパーク）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土14

町民フットサル大会（午前８時半～、山城勤労者福祉会館）
山背古道春のは～ふウォーク
（午前９時半、城陽駅前または木津川市役所前集合、山背古道）

日15

心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談
（午後１時～４時、賀泉苑）月16
人権パネルづくり（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）火17
育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
あそびの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
生き生きふれあいサロン【ペンダントを作りましょう】（午後１時半～、
玉泉苑)
きらきらランド開講式（午後３時～午後５時、多賀小学校）

水18

ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)木19
発達相談（完全予約制・ご希望の方は保健センターにお問い合わせくだ
さい、保健センター）金20
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土21

日22
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月23
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）火24
ちまきづくり教室（午前９時半～１１時半、午後７時～９時、いづみ人権
交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水25

健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、
午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)

木26

大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、３時～３時半、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金27

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土28
町民バスケットボール大会（午前９時～、山城勤労者福祉会館）
井手町水防訓練（午前１０時～、木津川右岸河川敷）日29

月30
火31

無火災デー防火パレード水6/1
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)

木2

わくわく広場（午前１０時～正午、玉泉苑）
トールペイント教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）金3
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
山吹ふれあいコンサート（午後１時半～３時半、自然休養村管理センタ
ーホール）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土4

町民バレーボール大会（午前９時～、山城勤労者福祉会館）日5
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）
乳児健診・ＢＣＧ（午後１時～１時半、保健センター）月6

火7
育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
遊びの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水8

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)

木9

大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（午後１時～１時半、保健センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

金10

出張徴収
【多賀】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（5月11日～6月10日）
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（３月２０日から４月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名 称

0774－82－6161総 務 課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税 務 課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建 設 課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署 井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収
【北・南】

届出人赤ちゃん住所

和 紀瑛 史
えい じ

三 木井手

竣 介ことせ綱 田井手

由 香 理健 心
けん しん

田 中井手

浩 行未 玖
み く

宇仁菅多賀

圭 司悠 生
ゆう せい

西 尾井手

英 樹京 樹
あつ き

田 中井手

忍一 乃
いち の

大 倉多賀

妻夫住所

今 西 春香前 原 誠多賀

河嶌 玲子田中 翔伍井手

〈
婚
姻
〉

（３月２０日から４月１９日までの届出分・敬称略）
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